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三和建設株式会社 企業情報について
企業情報

社 名
本社所在地
業 種
事 業 概 要

資 本 金
売 上 高
従 業 員 数
グ ル ー プ
認 証 取 得

環 境 理 念

三和建設株式会社
和歌山県新宮市
建設業
建築総合 ・土地開発 ・不動産事業 ・土木総合 ・
ソリューション事業
35,000千円
562,000千円（2022年度）
１８名
三和ハウス株式会社 、三重建設株式会社
品質マネジメント
ISO9001/ISO14001/ISO45001認証
（本社取得）
健康経営優良法人2022認定（本社取得）
三和建設はソリューションカンパニーとして、提供する
商品、サービスの全工程において、社員一人ひとりが
地球環境を守り、持続可能な社会を実現するため
に積極的に行動することを約束します。
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Scope1におけるCO2排出量（2022年度）
排出量の状況について

2022年度（2022/4～2023/3）
環境省「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」
CO2排出量＝燃料使用量×単位発熱量×排出係数×44/12
55.2t-CO2

対 象 期 間
GHG原単位
算 定 式
CO2排出量
排出量内訳

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
CO2排出量

(t-CO2)
ガソリン（ℓ） 1,050.70 905.02 1,001.92 1,234.04 974.16 1,254.86 1,522.51 1,334.79 1,906.12 1,382.82 1,203.51 1,434.81 15,205.26 35.30
軽油（ℓ） 148.65 153.20 163.81 135.27 304.40 343.19 382.22 555.11 522.69 292.20 347.19 567.32 3,915.25 10.12
灯油（ℓ） 160.00 55.00 0.00 0.00 80.00 0.00 60.00 40.00 180.00 83.00 119.00 129.00 906.00 2.26
LPG（㎥） 103.00 110.20 76.30 59.50 60.20 63.20 81.40 112.50 127.30 187.20 150.90 3.00 1,134.70 7.49

分析結果
 全体としては多くない印象である。
 ガソリン、軽油からの排出量を合計する
と全体の82％を占めており、社有車等
をHV車の導入もしくはEV化することで
確実なCO2排出量削減が可能になる
と考えられる。
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Scope2におけるCO2排出量（2022年度）
排出量の状況について

2022年度（2022/4～2023/3）
環境省「電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス
排出量算定用)」
CO2排出量＝電力使用量×関西電力メニューF(残差) 
26.6t-CO2

対 象 期 間
GHG原単位

算 定 式
CO2排出量
排出量内訳

総計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
電力量合計

(kWh)
CO2排出量

(t-CO2)
2022年度 7,122 5,246 4,293 5,699 7,724 8,658 7,027 5,509 6,359 10,127 9,626 7,998 85,388 26.56

事業所別内訳
本社_従量電灯B（kWh） 1,733 1,371 1,262 1,105 1,301 1,457 1,483 1,362 1,583 1,793 1,887 1,921 18,258 5.68
本社_低圧電力（kWh） 1,111 222 216 1,105 2,311 2,608 1,529 211 286 1,708 1,638 1,585 14,530 4.52
大阪営業所 249 227 160 195 186 227 224 158 209 427 349 351 2,962 0.92
機材センター_従量電灯A（kWh） 237 229 257 276 250 242 249 203 210 262 204 230 2,849 0.89
機材センター_低圧電力（kWh） 556 253 60 273 665 777 665 176 304 689 761 676 5,855 1.82
現場 255 58 683 980 1,290 1,543 194 5,003 1.56
ビニールハウス 79 118 197 0.06
I CUBE 241 305 250 226 245 291 257 271 259 301 247 243 3,136 0.98
SCUBE 316 300 262 279 280 299 297 303 289 340 281 274 3,520 1.09
SCUBEⅡ 290 289 244 259 259 281 282 282 263 299 248 247 3,243 1.01
三和アパート 35 29 24 28 25 27 30 32 32 35 31 30 358 0.11
ホテルクリスタル_従量電灯B（kWh） 2,067 1,911 1,540 1,906 2,187 2,420 1,958 1,808 1,926 2,963 2,347 2,118 25,151 7.82
ホテルクリスタル_低圧電力（kWh） 32 52 18 47 15 29 53 20 18 20 11 11 326 0.10
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Scope2におけるCO2排出量（2022年度）
排出量の状況について

分析結果
 事業所別に見ると、本社とホテルクリスタルで全体の７割近くを占めており、比較的削減策
を講じやすい本社から優先的に取り組むのが効率よく削減できると考えられる。

 月別は9月と1月の使用量が高くなっていることから、主に空調による電力使用量が多くを占
めていると想像できる。省エネタイプのエアコンの導入の他、温度管理、使用していない部屋
の節電などこまめな対策が求められる。
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三和建設におけるCO2排出量削減計画
CO2排出量削減中長期計画

項目 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2035年度 2040年度 2050年度

Scope１・２算定

Scope３算定

Scope１削減計画

Scope２削減計画

認証取得計画
・2023年4月再エネ100宣言 ReActionに和歌山県初参加
・2023年6月SBT認証申請
・2023年8月環境省「エコファースト制度」申請

2023年度より継続的に実施

2030年度まで4.2％／年削減
2035年までに2022年度比
半減目標

2024年度より継続的に再エネ率100％達成、実質排出量ゼロを継続

2030年目標
分析後、カテゴリー別の削減策検討

Scope1
 SBT削減目標に則り、年4.2％削減し、2030年までに2022年度比40%、2035
年までに半減、2050までに実質ゼロを目指す。具体策は前述の通り、社有車の燃
料使用について削減策を講じ、全体的な排出量を削減していく。

Scope2
 2023年度再エネ率50％とし、翌年度より再エネ100％経営を目指す。太陽光発電設備の
活用の他、不足分は再エネ価値（非化石証書など）を活用する。
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再エネ100宣言 Re Actionに和歌山県で
初参加（2023年４月）

認証取得について

地域で初の再エネ100宣
言への参加により地方新
聞に掲載。
気候変動対策で自社が
紙面に掲載されることの
効果は大きい。

熊野新聞4月23日
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SBT（中小企業版SME）認定申請
（2023年6月）

認証取得について

 Scope1、２の結果をもって、削減目標を策定し、
中小企業版SBT（SME）認定を取得。

 本認定は和歌山県初の事例となった。
 地元のトップバッターとして、さらなる脱炭素経営
を進めます。

SBTi ホームページより
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環境省エコファースト制度申請（2024
年8月）

認証取得について
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